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新
町
行
政
区（
喜
多
方
）

環
境
美
化
運
動（
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整

備
事
業
）

市
花
と
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

活
用
し
て
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
の
整
備
や

公
園
敷
地
周
囲
へ
花
植
栽
の
整
備
を
し
ま

し
た
。

見
頃
行
政
区（
上
三
宮
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

球
根
植
え
付
け
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
球
根
植
え
付
け
整

備
を
し
ま
し
た
。

熊
倉
下
行
政
区（
熊
倉
町
）

不
燃
物
等
減
量
推
進
事
業

不
燃
物
や
資
源
物
な
ど
の
不
正
排
出
を

防
止
す
る
た
め
、
不
燃
物
等
減
量
推
進
員

を
配
置
し
不
燃
物
の
減
量
化
を
図
り
ま
し

た
。

水
沢
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
及
び

花
植
栽
プ
ラ
ン
タ
ー
整
備
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
花
植
栽
プ
ラ
ン
タ

ー
を
整
備
し
ま
し
た
。

宇
津
野
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

環
境
美
化
運
動（
ゴ
ミ
集
積
庫
設
置
お
よ

び
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
向
上
事
業
）

市
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
を
活
用
し
て
ゴ

ミ
集
積
庫
を
設
置
し
、
ゴ
ミ
分
別
な
ど
の

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地域の活性化に貢献した15行政区を表彰
　さまざまなコミュニティ活動で地域の活性化に貢献した行政区を表彰する「一行政区一運動」
の受賞者が決まり、15行政区が表彰されました。その取り組みの概要を紹介します。

環
境
整
備
の
部
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上
原
行
政
区（
塩
川
町
）

２
０
１
３
上
崎
横
丁
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル地

域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
１６
年
間
途

絶
え
て
い
た
横
道
、
上
原
、
松
崎
行
政
区

合
同
の
夏
祭
り
を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
と
世
代
間
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

松
崎
行
政
区（
塩
川
町
）

２
０
１
３
上
崎
横
丁
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル地

域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
１６
年
間
途

絶
え
て
い
た
横
道
、
上
原
、
松
崎
行
政
区

合
同
の
夏
祭
り
を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
と
世
代
間
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

寺
町
一
区（
喜
多
方
）

小
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業（
寺
町
い
き
い
き

サ
ロ
ン
）

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
介
護
予
防
事
業
の
推
進
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

寺
町
二
区
行
政
区（
喜
多
方
）

小
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業（
寺
町
い
き
い
き

サ
ロ
ン
）

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
介
護
予
防
事
業
の
推
進
に
よ
る

地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

清
水
台
行
政
区（
松
山
町
）

地
域
整
備
と
町
お
こ
し
交
流
事
業

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
ゆ
っ
た
り
体
操
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
の
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
や
若
い
世

代
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

南
桜
ガ
丘
行
政
区（
松
山
町
）

太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操

ふ
れ
あ
い
福
祉
事
業
補
助
金
を
活
用
し

て
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
に
取
り
組
み
、

介
護
予
防
の
推
進
や
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
し
た
。

針
生
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

絆
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
運
動

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
除
草
や
花
植
栽
の
整
備
を
行

い
、
研
修
会
や
健
康
講
座
を
開
催
し
て
地

域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

新
崎
行
政
区（
熱
塩
加
納
町
）

新
崎
い
き
い
き
サ
ロ
ン
お
達
者
ク
ラ
ブ
活

動
事
業

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
補
助
金
を

活
用
し
て
健
康
相
談
や
花
壇
の
手
入
れ
、

調
理
実
習
を
開
催
し
、
介
護
予
防
事
業
の

推
進
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
し

た
。

横
道
行
政
区（
塩
川
町
）

２
０
１
３
上
崎
横
丁
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル地

域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
１６
年
間
途

絶
え
て
い
た
横
道
、
上
原
、
松
崎
行
政
区

合
同
の
夏
祭
り
を
復
活
さ
せ
、
地
域
の
活

性
化
と
世
代
間
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

本
村
行
政
区（
高
郷
町
）

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議

会
と
の
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
事
業

協
議
会
と
の
交
流
に
よ
り
普
段
捨
て
て

し
ま
う
食
材
を
新
た
な
家
庭
料
理
と
し
て

伝
授
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
無
駄
な
く
利

用
す
る
よ
う
に
な
り
地
域
の
交
流
と
活
性

化
を
図
り
ま
し
た
。

総
務
課
行
政
班
☎（
２４
）５
２
０
４

問問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
部

そ
の
他
の
部

「
一
行
政
区
一
運
動
」
は
、
地
域

の
方
々
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、

自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
推
進
す
る
施
策
の
一
環
で
す
。

地
域
社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
、

他
の
行
政
区
の
模
範
と
な
る
活
動

を
行
っ
た
行
政
区
の
功
績
を
顕
彰

し
て
い
ま
す
。

平
成
２５
年
度
は
、
環
境
美
化
運

動
へ
の
取
組
や
地
域
、
住
民
の
交

流
を
促
進
す
る
取
組
な
ど
、
各
地

区
の
創
意
工
夫
と
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
識
高
揚
が
窺
え
る
内
容
で
し

た
。
今
後
も
各
行
政
区
に
お
け
る

積
極
的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。
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 調査にご協力ください
　 にあなたの意見を

　　業者委託を実施しています

今回の調査は、喜多方市が委託する業者がアンケート調査票の送付、回収などを

実施いたします。記入もれなどがありましたら、委託業者から電話連絡させてい

ただくことがありますので、ご理解とご協力をお願いします。

　　介護予防事業も同時に行います

　日常生活圏域ニーズ調査に回答いただき、なおかつ下記に該当する方は、記入

いただいた内容をもとにアドバイス票を送付し、市の介護予防の教室を紹介しま

す。

・要介護または要支援認定を受けていない方（平成26年4月1日現在）

・施設に入所されていない方（平成26年4月1日現在）

高齢福祉課 介護保険係☎（24）5231または介護予防係☎（24）5242

　高齢者の皆さんがスポーツに親しむ機会を提供することにより、高齢者の健康・生きがいづくり
と、社会参加活動を推進します。第22回すこやか福島ねんりんピックは、平成26年5月15日（木曜日）
に福島市、二本松市、須賀川市で開催します。なお、ゴルフは5月21日（水曜日）、ウォークラリー
は5月25日（日曜日）に開催されます。

【種目】
卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、グ
ラウンド・ゴルフ、ウォークラリー、なぎなた、太極拳、ソフトバレーボール、ターゲット・バー
ドゴルフ、バウンドテニス、クロリティー、ディスクゴルフ、マレットゴルフ、囲碁、将棋（21種目）
 （公財）福島県老人クラブ連合会☎024（523）2131

問 問

ださくださいいくださいさいいいいい

問 問

　 画」を策定しています。27年度からの計画を立てるため、65歳以上の方全員

　 介護保険サービスの必要量を把握するための大切な調査です。
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　日常生活圏域ニーズ　
介護保険事業計画　　

６５歳以上の方へ

対象者  　　 65歳以上のすべての方
（介護保険第1号被保険者・65歳以上の方

で要支援、要介護者含む）

配布時期　 5月上旬（郵送）

回答時期 5月下旬

回答方法

1　質問すべてにご記入が終わりましたら、お手数ですが同封の返信用封筒をお使　 

　  いいただき、切手を貼らずに速やかに郵便ポストへ投函してください。

2　郵便ポストへの投函が困難である方は、お近くの民生委員に提出してください。

3　高齢福祉課または、各総合支所住民課に直接提出していただいてもかまいません。

　　記入に際してのお願い

・本人がご記入ください。

・本人が記入できない場合は、ご家族が本人の代わりにご回答ください。

・施設に入所または、お住まいの方は、本人の代わりに施設の職員の方がご回答

できます。

日日　

日常生活圏域ニーズ調査とは…

市では3年に一度、介護保険法　第117条で定められている「介護保険事業計　　

を対象に、現在の高齢者の実態や介護に対する要望などを把握し、これからの　　
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「
タ
バ
コ
は
体
に
よ
く
な
い
」
と
い
う

こ
と
は
、
す
で
に
広
く
知
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
多
数

の
発
が
ん
物
質
は
、
肺
が
ん
を
は
じ
め
喉

頭
が
ん
や
食
道
が
ん
な
ど
、
様
々
な
が
ん

の
危
険
性
を
高
め
た
り
、
呼
吸
器
疾
患
や

心
臓
疾
患
、
歯
槽
膿
漏（
口
臭
の
原
因
で

す
！
）な
ど
を
引
き
起
こ
し
た
り
と
、
健

康
に
甚
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

し
か
し
、
禁
煙
を
勧
め
て
も
「
喫
煙
は

個
人
の
嗜
好
の
問
題
だ
」「
体
が
悪
く
な

る
の
は
自
分
だ
。
他
人
に
迷
惑
は
か
け
な

い
」
と
い
う
方
が
い
ま
す
が
、
本
当
に
そ

う
で
し
ょ
う
か
？

あ
な
た
が
た
ば
こ
を
吸
う
と
き
、
そ
の

タ
バ
コ
の
害
は
、
実
は
あ
な
た
だ
け
の
問

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
家
族
、

お
子
さ
ん
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
達

や
同
僚
や
友
達
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
あ
な

た
の
そ
ば
に
い
る
こ
と
で
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
自
然
と
タ
バ
コ
か
ら
出
る
煙

を
吸
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
煙
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質
の
濃
度
は
、

あ
な
た
が
吸
っ
て
い
る
煙
よ
り
も
高
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
な

た
が
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
で
、
自
然
と
周

囲
に
い
る
人
た
ち
の
健
康
ま
で
害
し
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
す
。『
自
分
の
た
ば
こ

は
、
周
囲
の
人
た
ち
に
吸
わ
せ
な
い
』

こ
れ
は
、
喫
煙
者
と
し
て
守
ら
な
く
て

は
い
け
な
い
マ
ナ
ー
で
す
。

換
気
扇
の
下
で
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
も
、

目
に
見
え
な
い
煙
が
室
内
に
浮
遊
し
ま
す

の
で
、
あ
ま
り
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
動
喫
煙
を
避
け
る
た
め
に
は
、
禁
煙

す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
で
す
が
、
そ
れ
が

で
き
な
い
な
ら
ば
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

１
．
タ
バ
コ
は
室
内
で
吸
わ
ず
、
屋
外
で

吸
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
室
内
で
吸
っ
た
場
合
は
、
必
ず
窓
を

開
け
て
換
気
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
対
面

す
る
２
か
所
の
窓
を
開
け
て
、
自
然
換
気

す
る
の
が
効
果
的
で
す
。

別
名
『
タ
バ
コ
病
』
と
よ
ば
れ
、
長
年

の
喫
煙
が
主
な
原
因
と
な
り
、
肺
や
気
管

支
の
組
織
が
壊
れ
て
呼
吸
が
う
ま
く
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
年
齢
や

喫
煙
歴
に
よ
っ
て
症
状
に
程
度
の
差
が
あ

る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
喫
煙
者
の
半
数

以
上
が
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を
発
症
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

禁煙するとこんないいコトがあります。

★病気のリスクが下がる！

　肺がんや心臓病などで死亡する確率が禁煙すると年々下がり

ます。

★家族や周囲の人たちも喜ぶ！

　タバコの先から立ち上がる副流煙は有害物質を多く含みます。

禁煙することは、周囲の人たちへの思いやりにつながります。

★時間とお金の節約になる！

　購入代金や喫煙時間など、たばこにかける時間とお金は積み

上げれば相当なもの。タバコによる病気のリスクも下がり、医

療費の節約も期待できます。

吸
わ
な
い
人
へ
の

〜
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
人
た
ち
の
た
め
に
〜

思
い
や
り

タ
バ
コ
は
個
人
の
嗜
好
品
？

タ

受
動
喫
煙
を
知
っ
て

受

大
切
な
人
を
守
ろ
う

肺
の
生
活
習
慣
病
・
Ｃ
Ｏ
Ｐ

肺Ｄ（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
）に

つ
い
て
知
っ
て
く
だ
さ
い
‼

受
動
喫
煙
を
避
け
る
た
め
に

受
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援
な
し
に
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
福
島
県
の
明
日
を
担
う
医
師
・

医
療
人
の
育
成
の
た
め
、
ど
う
か
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
の
問
題
を
一
緒

に
考
え
、
親
身
に
な
っ
て
取
り
組
む
、
地

域
の
方
々
の
健
康
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
か
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

喜
多
方
市
の
み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
常
勤
医
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
中
村
光
輝
と
申
し
ま
す
。
二

本
松
市
に
生
ま
れ
育
ち
、
福
島
県
民
の

た
め
の
地
域
医
療
が
や
り
た
く
て
福
島

県
立
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
地

域
・
家
庭
医
療
学
講
座
に
入
局
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る

昨
今
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
外
来
・
訪

問
診
療
は
も
ち
ろ
ん
、
保
健
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み
、
喜
多
方
市
民
全

体
が
よ
り
健
康
に
な
れ
る
よ
う
な
試
み

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【お詫びと訂正】

　平成26年4月号健康だよりに誤りが

ありました。お詫びして訂正します。

慢性閉塞性肺疾患の死亡比　  

〔誤〕　男性141.3  女性105.6

〔正〕　男性156.8  女性  82.5

保健課 健康班☎（24）5223問 問

5月31日は世界禁煙デーです

禁煙いつから始める？
体に良くないと思いながらも、なかなかやめられないタバコ。
そろそろ本気で禁煙したいと思っている「あなた」を応援します！
【禁煙相談】（電話・来所相談）
　個別相談を無料で行っています。
【禁煙外来情報の紹介】
　禁煙治療を行っている医療機関を紹介します。
　詳しくは、会津保健福祉事務所☎0242-29-5508へお問い合わせください。

喜
多
方
市
民
の
皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。

喜
多
方
市
地
域・家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー「
ほ

っ
と
☆
き
ら
り
」
は
、
開
所
か
ら
三
周
年

を
無
事
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

試
行
錯
誤
の
三
年
間
で
し
た
が
、
少
し
ず

つ
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
育
ち
、
地
域
で
の

連
携
も
よ
り
緊
密
で
豊
か
な
も
の
に
な

り
、
質
の
高
い
地
域
医
療
・
家
庭
医
療

を
提
供
す
る
施
設
と
し
て
着
実
に
成
長

し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
は
昨
年
度
、
医
学
生
・
研
修
医
の

臨
床
研
修
施
設
と
し
て
、
福
島
県
立
医

科
大
学
の
医
学
生
３０
人
以
上
、
竹
田
綜

合
病
院
の
初
期
研
修
医
４
人
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で

数
多
く
の
患
者
さ
ん
と
接
し
た
経
験
は
、

多
く
の
医
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と

な
り
、
彼
ら
の
今
後
の
医
師
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も

セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
地
域
の
方
々
の
ご
支

常
勤
医
と
な
り
ま
し

た
中
村
光
輝
で
す

喜多方市 地域・家庭医療センター

「ほっと☆きらり」

センター長 武田　仁
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生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

広報きたかた　2014.5 ◯8

《
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
》

毎
日
を
忙
し
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
講
座
を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？開

講
式
に
は
齋
藤
百
合
子
さ
ん（
ベ
リ

ノ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
）に
よ
る
講
演
を
行
い

ま
す
。

◆
場
所

喜
多
方
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

及
び
体
育
セ
ン
タ
ー

◆
開
催
時
間

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

◆
定
員

２０
名

喜
多
方
市
内
在
住
も
し
く
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方

◆
参
加
費

無
料（
材
料
費
の
み
実
費
）

◆
申
込
期
限

５
月
２２
日（
木
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎（
２２
）１
４
０
３

１
時
〜
午
後
３
時
試
合
観
戦
↓
午
後
５
時

到
着（
市
バ
ス
利
用
）

◆
募
集
対
象

市
内
小
中
学
生（
小
学
校

３
年
生
以
上
）

◆
募
集
人
数

５０
人（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

◆
参
加
者
負
担

一
人
３
０
０
円

◆
申
し
込
み
方
法

生
涯
学
習
課
、
各
公

民
館
に
備
え
付
け
の
申
込
書
へ
必
要
事
項

を
記
入
し
、
５
月
３０
日（
金
）ま
で
に
生
涯

学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
５
月
３０
日
必
着

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
者（
オ
リ
ン

ピ
ア
ン
）と
市
民
が
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
す
る
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

サ
イ
ン
会
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日

７
月
６
日（
日
）

◆
会
場

押
切
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※
詳
し
い
内
容
や
申
し
込
み
の
方
法
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後
の
広
報
き
た

か
た
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
公
財
）喜
多
方
市
体
育
協
会（
押
切
川

公
園
体
育
館
内
）☎（
２３
）０
７
７
１

市
で
は
、２
０
１
２
年
に
開
催
し
た「
岡

山
湯
郷
ベ
ル
選
手
と
の
交
流
サ
ッ
カ
ー
教

室
in
喜
多
方
」
を
契
機
に
、
岡
山
県
美
作

市
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
交

流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
な
で
し
こ
リ
ー

グ
第
９
節
岡
山
湯
郷
ベ
ル
対
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス
戦
の
試
合
観
戦
応

援
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
時

６
月
１５
日（
日
）

◆
試
合
会
場

新
潟
県
新
発
田
市
五
十
公

野
公
園
陸
上
競
技
場

◆
日
程

午
前
１０
時
出
発（
押
切
川
公
園

体
育
館
）↓
正
午
試
合
会
場
到
着
↓
午
後

式
戦
観
戦
応
援

岡
山
湯
郷
ベ
ル
公
式

参
加
者
募
集

平
成
26

青
少
年
ホ
ー
ム

年
度
勤勤
労
青集

講
座
受
講
生
の
募
集

ピ
ッ
ク
デ
ー
ラ
ン

２
０
１
４
オ
リ
ンン
ピ催

し
ま
す

喜
多
方
大
会
を
開開
催

問問

申申
問問

月 　日 内　　　　　容

 6月  6日 開講式
〈講演 喜多方の輝く女性について〉

 6月20日 料理講座
 7月  4日
 7月18日

夏のおしゃれ講座
メイクアップ・スキンケア等

 8月  1日 手芸講座（ブドウ蔓ストラップ）
 8月22日 ステンドガラスアート講座
 9月  5日 墨絵講座
 9月19日 茶道講座
10月  3日 シェイプアップダンス講座
10月17日 秋の料理講座
11月  7日 手芸講座（指編みマフラー）
11月21日 閉講式・手作りお菓子でお別れ会

問問

申申

【お詫びと訂正】

　広報きたかた平成26年4月号で掲載しました内容に誤りがありました。お詫びして訂正します。
◆P21「屋内プール利用助成事業」の助成額および利用料金

〈助成額〉
〔誤〕大人…1回260円　小中学生…1回100円
〔正〕大人…1回270円　小中学生…1回110円
〈会津若松市民以外の利用料金（2時間）〉
〔誤〕大人…1回780円　高校生…1回630円　小中学生…310円
〔正〕大人…1回810円　高校生…1回640円　小中学生…320円

岡山湯郷ベルの選手の皆さん



　広報きたかた　2014.5◯　◯◯

－活動をはじめたきっかけ

　「うつくしま未来博※」に向けて平成12年から商工会女性部で小野小町伝説にあやかり活動を始め
ました。平成14年に、子どもたちも参加して現在の「たかさと小町太鼓保存会」に改め、まちの観
光振興や地域交流・活性化、文化向上を目指して活動を始めました。
　太鼓の基本は、東京の「石神井太鼓保存会せんば太鼓」に指導していただきました。発足時には
演奏をお披露目して、成果を見ていただきました。
※平成13年7月7日から9月30日まで須賀川市で開催された地方博覧会

－現在の活動について

　現在は、小中学生・高校生も含め15人で活動しています。小学校のときから母親がやっている姿
を見て始めた子もいます。また、姉妹で参加している子もいます。
　小町の里まつりや鳥屋山山開きをはじめ、山都町の福寿草まつり、敬老会、そばまつり、喜多方
の四季祭などのイベントに出演しています。また、会津の太鼓が好きな個人や団体でつくっている「あ
いたいこねっとわぁく」に加入して他団体との交流を図っています。様々な方々と触れ合うことは
刺激にもなりますし、視野も広がります。
　現在は、保存会オリジナル曲の4曲と福島県太鼓連盟の曲を演奏しています。

－保存会の特徴

　メンバーに子どもがいるとおじいちゃんやおばあちゃんも見てくれますし、かわいらしさもあり
ます。また、子ども向けの曲を演奏することもあり、喜んでいただいています。
　女性だけで結成しているので、迫力がないという意見もありますが、女性ならではのしなやかさ
や繊細さが良いと言っていただくとやりがいがあります。

－今後の展開

　まずはメンバーを増やしていきたいです。結婚して高郷にお嫁に来てくれた人にも入会してもら
いたいと思っています。また、子どもたちもさらに参加していただきたいので、子どもたちに太鼓
の魅力をどうしたら伝えられるか考えています。実際に太鼓に触れて体で音を感じてもらうことが
一番だと思うので、学校やイベントでそういう機会を作っていきたいと思います。
　今、東日本大震災後、原発問題や風評被害で福島県が厳しい状況にあります。大変なときだから
こそ、地域のお役に立ちたいとの思いがあります。イベントを通して元気を届けていきたいです。
　随時メンバーを募集しています。高郷在住の方で太鼓に興味のある方は練習にも参加できますの
で、よろしくお願いします。

白井美夜子さん、ありがとうございました。太鼓を通じて地域に元気を届けている「たかさと小

町太鼓保存会」の活動は市のホームページにも掲載していますので、ぜひご覧ください。

 企画政策課 政策推進班☎（24）5208

　第７回目は、女性のみで結成された「たかさと小

町太鼓保存会代表　白井 美夜子さん」にお話を伺い

ました。

たかさと小町太鼓保存会代表　白井 美夜子
平成13年結成　会員数15人　女性のみで結成された創作太鼓団体
週１回練習し、高郷町の小町の里まつりや鳥屋山山開きをはじめ、
山都町の福寿草まつり、四季祭など地域イベントに出演し、地域
活性化およびPRを図っている

問問

 きらレポ －vol.７ －
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東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を

図
る
た
め
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
事
業
主
及

び
法
人
の
設
備
投
資
な
ど
の
事
業
拡
大
を

促
進
し
、
被
災
者
な
ど
の
雇
用
の
場
を
創

出
す
る
も
の
で
す
。

（
１
）福
島
県
復
興
推
進
計
画
で
は
、
以
下

の
９
つ
の
産
業
を
復
興
推
進
事
業
の
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

①
輸
送
用
関
連
産
業

②
電
子
機
械
関
連
産
業

③
情
報
通
信
関
連
産
業

④
医
療
関
連
産
業

⑤
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業

⑥
食
品
・
飲
料
関
連
産
業

⑦
地
域
資
源
活
用
型
産
業

⑧
農
業
関
連
産
業

⑨
水
産
関
連
産
業

（
２
）復
興
推
進
事
業
を
事
業
者
の
方
が
、

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
い
て
、
復
興
に

寄
与
す
る
事
業（
新
規
投
資
や
被
災
者
雇

用
な
ど
）を
行
う
場
合
に
は
、
復
興
特
区

法
施
行
規
則
に
基
づ
く
市
の
指
定
な
ど
を

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
税
制
の
特
例
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
１
）事
業
用
設
備
等
に
係
る
特
別
償
却
又

は
税
額
控
除（
復
興
特
区
法
第
３７
条
）

平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
復
興

産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
取
得
な
ど
し

た
事
業
用
設
備
な
ど
に
つ
い
て
、
特
別
償

却
ま
た
は
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
２
）被
災
雇
用
者
に
対
す
る
給
与
等
の
法

人
税
等
の
特
別
控
除（
復
興
特
区
法
第
３８

条
）復

興
産
業
集
積
区
域
内
の
事
業
所
に
お

け
る
被
災
雇
用
者
に
対
す
る
給
与
な
ど
支

給
額
の
１０
％
を
法
人
税
な
ど
の
税
額
の

２０
％
を
限
度
と
し
て
指
定
後
５
年
間
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
被
災
雇
用
者
と
は
、
平
成
２３
年
３
月

１１
日
時
点
で
特
定
被
災
区
域
内（
県
内
全

市
町
村
）の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
方

ま
た
は
、
平
成
２３
年
３
月
１１
日
時
点
で
県

内
全
市
町
村
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方
を

雇
用
し
た
場
合
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
３
）開
発
研
究
資
産
の
特
例（
復
興
特
区

法
第
３９
条
）

平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
の
間
に
、
復

興
産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
、
開
発
研

究
用
減
価
償
却
資
産
を
取
得
し
た
場
合
に

即
時
償
却
で
き
る
と
と
も
に
、
１２
％
の
法

人
税
等
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
４
）新
規
立
地
促
進
税
制（
復
興
特
区
法

第
４０
条
）

復
興
産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
、
新

設
さ
れ
る
集
積
業
種
に
係
る
法
人
は
、
指

定
後
５
年
間
課
税
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

す
る
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
５
）地
方
税
の
課
税
免
除
ま
た
は
不
均
一

課
税（
復
興
特
区
法
第
４３
条
）

復
興
産
業
集
積
区
域
内
に
お
い
て
施
設

ま
た
は
設
備
の
新
設
ま
た
は
増
設
を
行
っ

た
場
合（
上
記
の
国
税
の
特
例
の
う
ち（
１
）、

（
２
）、（
４
）に
つ
い
て
指
定
を
受
け
た
場

合
）は
、
県
お
よ
び
市
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
事
業
税
、
不
動
産
取
得
税
、
固

定
資
産
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、（
１
）、（
２
）、（
３
）の
特
別
控

除
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
選
択
適
用
と

な
り
ま
す
。

上
記
の
優
遇
措
置
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
市
の
指
定
お
よ
び
認
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
制
度
の
詳
細
や
申
請
様
式

に
つ
い
て
は
喜
多
方
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
商
工
課
）に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
認
定
書
の
交
付
を
も
っ
て
特
例
措
置
を

受
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認

定
と
は
別
に
、
税
務
署
に
よ
る
税
務
上
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

農
林
水
産
業
…
農
林
課

農
業
振
興
対

策
室
☎（
２４
）５
２
３
５

製
造
業
…
商
工
課

企
業
立
地
・
企
業
支

援
推
進
室
☎（
２４
）５
２
４
７

問問

＜製造業に加え農林水産業も追加認定、製造業は産業集積区域が拡大＞

　東日本大震災特別区域法（以下「復興特区法」という。）に基づき、福

島県と県内59市町村が共同申請した「ふくしま産業復興投資促進特区」が

認定を受け、計画に基づいて実施する復興推進事業については、税制上の

優遇措置が受けられるようになっています。今年度からは「製造業」に加

えて「農林水産業」も税制上の優遇措置を受けることができるようになり

ました。

　さらに、「製造業」については、産業集積区域が拡大されました。この

ことにより多くの事業者が税制上の優遇措置を受けることができるように

なりました。ぜひ、ふくしま産業復興投資促進特区をご活用ください

ふ
くし
ま

業

興

産

復

投
資
促
進
特
区

復
興
特
区
と
は

税
制
の
特
例
に
つ
い
て

優
遇
措
置
を
受
け
る
た
め
に
は

福
島
県
復
興
推
進
計
画（
復
興

特
区
）に
つ
い
て
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
入
居
資
格

入
居
資
格
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
条

件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
建
設

課
建
築
住
宅
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◎
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
収
入
基

準
に
示
す
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

◎
持
ち
家
が
無
い
こ
と
。
ま
た
、
親
な
ど

の
名
義
の
持
ち
家
で
あ
る
が
、
納
税
義
務

者
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
申
し
込
み
で
き

ま
せ
ん
。

◎
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予
定
者
の
中

に
暴
力
団
員
が
い
な
い
こ
と
。

◆
申
込
受
付
期
間
及
び
時
間

５
月
１
日（
木
）か
ら
１４
日（
水
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
１５
分
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。）

な
お
、
５
月
２
日（
金
）、
５
月
９
日

（
金
）、
５
月
１３
日（
火
）は
本
庁
で
の
み
午

後
７
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。（
場
所

は
３
階
建
設
課

※
１
階
窓
口
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

※
今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者
が
い
な
い

住
宅
に
つ
い
て
は
、
６
月
３
日（
火
）か
ら

７
月
１０
日（
木
）ま
で
の
間
、
随
時
入
居
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
当
該
住

宅
の
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

本
庁
建
設
課
建
築
住
宅
係
及
び
各
総
合

支
所
建
設
課
に
備
付
け
の
申
込
書
に
よ
り

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選
考
基
準

と
、
公
開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◆
公
開
抽
選
予
定
日

６
月
２
日（
月
）

◆
入
居
開
始
予
定
日

６
月
１６
日（
月
）

本
庁
建
設
課

建
築
住
宅
係
☎（
２４
）５

２
４
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

市
で
は
５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月
の
年
４
回
、
市
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※No1～2、5、8～9、11（No.の網かけ部分）は、単身での入居はできません。
◆住宅の所在地
雲省ヶ丘団地（岩月町喜多方字北沢ノ目）、一ノ堰団地（豊川町一井字間々ノ上）、菅井団地（豊川町一井
字下川原）、大荒井団地（松山町大飯坂字下川端）、舘ノ内団地（塩川町窪字舘ノ内）、家ノ下団地（塩川町
窪字家ノ下）、橋本前田団地（塩川町新江木字橋本前田）、御殿場団地（塩川町御殿場五丁目）、松ヶ丘団地

（山都町字中石打場）

○高齢者・障がい者世帯向け住宅
№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

1 菅井団地
2号棟

201号
（1階）

耐火構造
4階建て 3DK（6畳2間、4畳半1間）・水洗 15,800円

～31,000円

2 菅井団地
5号棟

513号
（1階）

耐火構造
4階建て 3DK（6畳2間、4畳半1間）・水洗 17,200円

～33,800円

3 御殿場団地
2棟

101号
（1階）

耐火構造
3階建て 2LDK（6畳2間）・水洗 18,100円

～35,500円

問問

○一般住宅

○特定公共賃貸住宅（中所得者向け）

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

4 一ノ堰団地
2号棟 22号 簡易耐火構造

2階建て 2DK（6畳1間、3畳1間）・水洗 7,800円
～9,500円

5 大荒井団地
木造棟 21号 木造2階建て 3DK（6畳2間、7洋1間）・水洗 24,600円

～48,300円

6 舘ノ内団地
41棟 42号 簡易耐火構造

平屋建て
3K（6畳1間、4.5畳1間、3畳1間）・
汲取り

3,100円
～6,100円

7 家ノ下団地
49棟 5号 簡易耐火構造

2階建て
3K（6畳1間、4.5畳1間、3畳1間）・
汲取り

9,300円
～17,400円

8 橋本前田団地
53棟 8号 簡易耐火構造

2階建て
3DK（6畳2間、4.5畳1間）・簡易
水洗

11,800円
～23,200円

9 御殿場団地
5棟

302号
（3階）

耐火構造
3階建て 3LDK（6畳3間）・水洗 23,400円

～46,000円

10 雲雀ヶ丘団地 12号 簡易耐火構造
平屋建て

3DK（6畳2間、4畳半1間）・
汲取り

6,100円
～12,100円

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

11 松ヶ丘団地 Ａ-1 木造2階建て 3LDK（6畳3間）・水洗 42,000円
～50,000円
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家
庭
で
生
じ
た
ご
み
で
、
環
境
セ
ン
タ

ー
山
都
工
場
で
処
理
で
き
る
も
の
を
自
分

で
搬
入
す
る
場
合
は
、
無
料
で
引
き
取
り

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
搬
入
日
時

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、

年
末
年
始（
１２
月
３０
日
〜
１
月
３
日
）を
除

き
随
時
受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
月
〜
金
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

４
時
３０
分

○
土
曜
日
…
午
前
８
時
３０
分
〜
正
午

◆
搬
入
場
所

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場（
山
都
町
小
舟
寺
字

二
ノ
坂
山
乙
２
６
１
９
番
地
１
）

☎（
３８
）３
０
０
５

今
年
度
は
、
５
月
、
８
月
、
１１
月
の
３

回
実
施
し
ま
す
。

事
前
に
生
活
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
住
民
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請
書
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
各
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

①

申
請
の
際
に
一
品
５
０
０
円
、
１
０

０
０
円
、
１
５
０
０
円
の
処
理
ス
テ
ッ
カ

ー
を
必
要
枚
数
購
入
す
る
。

②

市
の
指
定
日
の
朝
８
時
３０
分
ま
で
に

粗
大
ご
み
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付

け
て
排
出
す
る
。

③

指
定
日
に
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
各

家
庭
を
専
用
の
収
集
車
で
回
収
し
ま
す
。

時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
処
理
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
り
付
け
て
い
な
い
も
の
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

【
５
月
の
収
集
日
程
】

◆
申
込
期
限

５
月
１５
日（
木
）

◆
回
収
日

５
月
２１
日（
水
）〜
２３
日（
金
）

の
予
定

※
満
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、
母
子
世
帯
、
身
体
障
が

い
者
の
み
の
世
帯
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
が
あ
る
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。

※
粗
大
ご
み
と
は
、
家
庭
生
活
で
生
じ
た

も
の
で
、
指
定
可
燃
ご
み
袋
ま
た
は
指
定

不
燃
ご
み
袋
に
入
ら
ず
、塵
芥
収
集
車（
パ

ッ
カ
ー
車
）に
入
ら
な
い
耐
久
消
費
財
な

ど
の
大
型
ご
み
の
こ
と
で
す
。
具
体
的

に
は
各
種
電
化
製
品
、
家
具
、
自
転
車
な

ど
で
す
。

た
だ
し
、
法
律
で
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ
ビ
、

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥

機
、
エ
ア
コ
ン
）、
廃
パ
ソ
コ
ン
、
オ
ー

ト
バ
イ
お
よ
び
処
理
場
で
の
処
理
が
困
難

な
ご
み
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
す
で
に
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
る
チ
ラ
シ
「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
保
存
版
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て
…
喜

多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

環
境
セ

ン
タ
ー
山
都
工
場
☎（
３８
）３
０
０
５

●
市
の
許
可
を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎

（
２４
）５
２
６
１

●
家
庭
の
粗
大
ご
み
定
期
収
集
申
込
窓
口

…
生
活
環
境
課
環
境
推
進
班
☎（
２４
）５
２

６
１
、
各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ

ス
班
〔
熱
塩
加
納
☎（
３６
）２
１
１
３
、
塩

川
☎（
２７
）２
４
０
０
、
山
都
☎（
３８
）３
８

２
５
、
高
郷
☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１
３
〕

問問

市

の

収

集

自

己

搬

入

　廃棄物の収集運搬をするためには許可が必要です。
現在、喜多方市の許可を得ている一般廃棄物収集運搬
業者は17社です。引越しや家の中の整理などで大量に
ごみが出る場合や、事業に伴って生じたものは、次の
業者へ依頼してください。

業者名 電話番号
㈱あいづダストセンター　 ０２４２（３６）５３５１
㈱荒川産業 （２１）１５１１
㈱いいで （３８）３８０８
㈲喜多方綜合衛生センター （２２）１５９４
㈲北塩原衛生センター （３３）２３７９
㈲グリンアース （２３）０１００
㈱佐藤総業 ０２４２（２４）５９３３
㈲昭和衛生 　（２２）０２８９
㈲高郷清掃  （２２）２５５３
㈲塚原興業  （２７）８２５６
㈲塚原鉄筋工業  （２７）７５５１
㈲坂下リサイクルサービス ０２４２（８３）３４０２
㈲ピアス  （２１）４０７０
松浦商事㈱ ０２４２（２７）４４３３
丸佐運送㈲  （２２）７５５４
㈲山都塵芥収集社  （３８）３２７２
㈲渡辺重機  （２４）２６８８

許可業者への収集依頼（有料）

粗 大 ご み 収 集
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平成20年5月から戸籍法および住民基本台帳法の改正により、戸籍、住民票、印鑑登録等の申請
や戸籍・住民基本台帳の届け出において、窓口においでになられた方の本人確認が義務付けられ
ています。ご協力をお願いします。

  ア （1種類で確認できるもの）
運転免許証、写真付住民基本台帳カード、パスポート、身体障害者手帳、在留カード、運転経歴

証明書（平成24年4月以降交付のもの）、療育手帳、宅地建設取引主任者証、電気工事士免状　ほか

  イ （2種類で確認できるもの）
健康保険証、介護保険証、年金手帳・証書、写真無住民基本台帳カード、写真付学生証、写真

付運転免許自主返納カード、銀行等の通帳・カード　ほか

○住民票・戸籍謄抄本の請求………………………………………ア または イ
○住所・国民健康保険の異動届……………………………………ア または イ
○婚姻・離婚・養子縁組等の創設的な戸籍届……………………ア
○印鑑登録証及び住民基本台帳カードの即日交付………………ア
○同上交付申請で、アの証明がない場合（文書による確認） ……イ
○同上交付申請で、代理人が申請する場合（文書による確認） …ア または イ（本人および代理人）

Q　両親と生計を別にして2世帯で住んでいます。このたび父が亡くなり、手続きのために父の

  住民票（除票）を交付してもらおうと思ったら、母の委任状が必要と言われました。

  実の子どもでも取ることはできないのでしょうか。

A　住民票は同一の世帯の方は請求できますが、同居していても、別世帯の場合は委任状が必要と
  なります。
Q　昨日婚姻届を出したので早速戸籍を取りに行きましたがまだできていないと言われました。

A　戸籍の記載については、記載、確認、決裁まで慎重に行われるため、通常1週間から10日ほど
  の時間がかかります。ご理解をお願いします。
Q　先月会社を退職しましたが、来月また別の会社へ就職します。お医者さんにもかからないので

  国民健康保険は必要ないでしょうか。

A　国民健康保険や会社の健康保険など各種健康保険は、法律により、空白期間を持つことはでき
  せん。会社を退職したら、必ず離職票又は資格喪失証明書を持参して、国民健康保険加入の手
  続きをしてください。また、会社に就職したら、加入者全員の新しい健康保険証と、国民健康
  保険証を持参し、国民健康保険の喪失の手続きをお願いします。
  ※被扶養者がある場合には、資格喪失証明書になります。
Q　会社を退職し、被扶養者であった妻も一緒に健康保険の任意継続となりました。妻はまだ60　 

  歳未満で、今まで3号の国民年金だったのですが、これからはどうなるのでしょうか。

A　60歳までは引き続き国民年金の被保険者（1号）になりますので、ご
  主人の会社から3号の資格を喪失した証明書を発行してもらい、市
  民課または各総合支所住民課の国民年金窓口で種別変更の手続きを
  お願いします。
 市民課 市民窓口班☎(24)5225

　　　  国民年金担当☎(24)5226

　　　  または各総合支所住民課市民サービス班

よくある　市民課・総合支所住民課窓口での手続きQ&A

問 問

市民課・総合支所住民課より

　　　本人確認ご協力のお願い


